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島根県内の製材所等が開発した良質な木製品が展示されたほか、
住宅メーカーによる、こだわりの木造住宅がＰＲされました。

住宅関連団体や行政コーナーでは、取組のＰＲや、
趣向を凝らした体験型企画などで、来場者の興味を引
きながら、木造住宅や木材等のＰＲを行いました。

木材・住宅メーカー等による木製品等の展示・ＰＲコーナー

県・国・各種団体等の情報発信コーナー

Ұൠࣾஂ๏ਓౡࠜݝ໦ڠࡐձ

「しまねＷＯＯＤフェア２０１６」開催！！
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WOODフェアへの集客の目玉が
東京おもちゃ美術館（移動型美術館）
です。昨年度に引き続き今年度もコ
ーナーを設けました。木製遊具がた
くさん展示され、多くのお子さんや
家族連れで大変に賑わいました。

島根県観光キャラクター「しまねっこ」や、水と緑
の森づくりのイメージキャラクター「みーもくん」
も盛り上げに一役！　子供たちに大人気でした。

人気のゆるキャラ
 も登場！

別室の国際会議場で
は、「しまね木造塾」及
び「松江・森からプロジ
ェクト」による“地域
に根差したエコロジカ
ルな木の家”と題して、
製材所の代表や建築士
によるパネルディスカ
ッションが開かれ、参

加者は熱心にパネリストの発言に耳を傾けました。
同会場では、女性建築士による設計体験会や、牛乳パックを

使った耐震模型づくりが実施され、建築模型なども多数展示さ
れました。

東京おもちゃ美術館による
木育コーナー

木の家づくりのパネルディスカッション
＆体験会

木製品の無料配布

島根県建築⼠会島根県建築⼠会 しまね⽊造塾しまね⽊造塾 コアスタッフ⼀同コアスタッフ⼀同

県産⽊材の利活⽤おうえん隊県産⽊材の利活⽤おうえん隊

コクーン設計舎コクーン設計舎

⼀級建築⼠事務所　⽥中屋⼯房⼀級建築⼠事務所　⽥中屋⼯房
⽥中まさこ建築設計室⽥中まさこ建築設計室

中村建築設計事務所中村建築設計事務所
有限会社　万設計有限会社　万設計
村上建築設計事務所村上建築設計事務所
渡邉建築⼯房株式会社渡邉建築⼯房株式会社

アトリエSHUNアトリエSHUN
建築設計事務所　飴屋⼯房建築設計事務所　飴屋⼯房
宇佐美建築設計室宇佐美建築設計室
宇⽥川孝浩建築設計事務所宇⽥川孝浩建築設計事務所
蔵本総建コンサルタント蔵本総建コンサルタント
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ʮ৿林ͷχϡーϑΣΠεʯͰ͸ɺ৿林ɾ林業ͷΤΩεύート
ͱͳΔ΂͘ɺౡࠜݝ಺ͷ৿林૊߹౳林業ࣄ業ମʹब৬͠ݱ৔
Ͱ͖׆͖׆ͱಇ͘林業ͷ୲͍खΛ঺հ͠·͢ɻ

ᶃྛۀʹबͨ͠ۀಈػ͸ʁ
ᶄྛۀʹबͯ͠ۀ良͔ͬͨ͜ͱ͸ʁ
ᶅࣄ࢓Λ࢝Ί͔ͨࠒΒมΘͬͨ͜ͱ͸ʁ
ᶆྛۀʹର͢Δ͜Ε͔Βͷເ͸ʁ

ౡࠜۀྛݝ࿑ಇྗ֬อࢧԉηϯλʔ

Ҫ্ɹᠳ೭
ʢ23࠽ʣ

林業ݧܦɿ̑年ɹۈ຿ઌɿࢁӄؙ࿨林業᷂
ᶃ ֶ ੜͷ࣌ɺਐ࿏ࢦಋͷઌੜʹࠓͷ会ࣾΛקΊΒΕମྗʹࣗ৴͕͋ͬͨͷͰɺ

ब͍ͨɻʹࣄ࢓ͷ͍͜ࢥ௅ઓ͠Α͏ͱʹۀྛ
ᶄ ࣗ વ͕૬खͳͷͰମ͕͠ΜͲ͍࣌΋͋Γେม͚ͩͲɺҰͭͷ͕ࣄ࢓ऴΘͬͨ

ຯΘ͑ͨɻ͕ײ΍ॆ࣮ײͷୡ੒࣌
ᶅ ࢁ΍໦ʹڵຯΛͭ࣋Α͏ʹͳͬͨͷͰɺٳ೔ʹ͸ߚ༿Λݟʹग़͔͚ͨΓɺ໦

੡඼΍Ճ͞޻Εͨ໦ͷ࣭ࡐͳͲΛௐ΂ΔΑ͏ʹͳͬͨɻ
ᶆ ޙࠓɺ೔ʑٕज़ͱ஌ࣝΛߴΊͳ͕Βࣗ෼ࣗ਎͕੒௕ͯ͠ޙഐΛࢦಋͰ͖ΔΑ

͏ʹͳΓ͍ͨɻ

㟒ɹಞٶ
ʢ38࠽ʣ

林業ݧܦɿ̔年ɹۈ຿ઌɿ৳ڞ໦ڠࡐಉ૊߹
ᶃ ҎલۈΊ͍ͯͨ৬৔͕ͳ͘ͳΓɺڵʹࢁຯ΋͋Γೖࣾͨ͠ɻ
ᶄق࢛Λ͡ײΒΕɺ͍Ζ͍Ζͳ໦ͷ໊લ͕Θ͔Δɻ
ᶅମ͕݈߁ʹͳͬͨɻ
ᶆ Սઢूۀ࡞ࡐΛ͍ͯͬߦΔͷͰɺ͜ Ε͔Β΋͜ͷٕज़Λઈ΍͢͜ͱͳ࣍͘ʹ

ೖࣾͯ͘͠Δਓୡʹ΋఻͍͖͍͑ͯͨɻಉ͡΍Γํ͸͋ͬͯ΋ՍઢͷுΓํ
͕ҧ͍ຖ೔͕ษڧͳͷͰ΍Γ͕͍ͷ͋Δࣄ࢓Ͱ͢ɻ

य़໦ɹ߶
ʢ42࠽ʣ

林業ݧܦɿ̎年ɹۈ຿ઌɿӅذౡޙ৿林૊߹
ᶃ ྛ Ίͨ会ࣾΛୀ৬͠஌ਓͷ঺հͰब৬ͨ͠ɻۈຯ͕͋Γɺ20೥ؒڵʹۀ
ᶄࣗવ͕૬खͰେม͕ͩɺق࢛Λ͡ײΒΕָ͍ͯ͠ɻ
ᶅ৿ྛɾथ໦ΛݟΔ໨͕มΘͬͨͱ͏ࢥɻ
ᶆ ࿑ಇ֐ࡂʹ஫ҙ͠ͳ͕Βɺ೑ମ࿑ಇͷݧܦ΍৽ͨʹֶΜͩੑߴೳྛػۀցͷ

஌ࣝΛ͍͖͍͔ͨͯ͠׆ɻ

ଟٱɹ݈Ұ
ʢ20࠽ʣ

林業ݧܦɿ̏年ɹۈ຿ઌɿ൧ੴ৿林૊߹
ᶃ ༮͍͜Ζ૆෕ͱࢁʹ໦Λ২͑ͨΓ௣୛ΛऔΓʹͨͬߦΓ͍ͯ͠Δ͏ͪʹɺࣗ

વʹڵຯΛͭ࣋Α͏ʹͳΓ·ͨ͠ɻ
ᶄ ᶅ࠷ॳ͸ମྗతʹ΋͍͍͚ͭͯΔ͔ෆ҆΋͋Γ·͕ͨ͠ɺઌഐํͷ༏͍͠ࢦ

ಋ΋͋Γָ͘͠΍͍ͬͯ·͢ɻ͕ۀ࢒ͳ͍ͷͰࣗ෼ͷ͕ͯ࣋ؒ࣌Δ͜ͱ͸ͱ
ͯ΋良͔ͬͨͰ͢ɻ

ᶆ ݱ৔ʹೖΕ͹େมݥةͳࣄ࢓ͳͷͰʮނࣄΛ͜͞ىͳ͍ɺոզΛ͠ͳ͍ʯΛ
໨ඪʹೖΕͯɺ҆શୈҰʹࣄ࢓Λ͍͖͍ͯͨ͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ

ニューフェイス森林の
New Face

Q

1．林業労働者の募集 2．新規就労者及び雇用主に対する研修
3．林業就業促進資金の貸付 4．林業雇用に関する情報の提供・相談
5．雇用改善のための啓発活動　  その他の援助

松江市黒田町 432 番地 1(島根県土地改良会館 3F)
TEL(0852)32-0253  FAX(0852)21-4375  E-mail shimane-roukakuc@nifty.com

ެӹ
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私は、島根県から東日本大震災の災害復旧を図るた

め、宮城県気仙沼市にある気仙沼地方振興事務所に今

年4月から派遣されていますが、その近況についてご

報告します。

平成23年3月、未曽有の被害をもたらした東日本大

震災の発生から5年が経過し、被災地では賑わいが戻

り始めています。

宮城県では、沿岸の復興工事も本格化し、公共土木

施設の復旧工事も9割以上が着手され、 「宮城の将来ビ

ジョン」に掲げる‘元気な宮城’の実現を目指して復

興に取り組んでいます。

そのような中、公共土木施設に関する復興事業は現

在ピークを迎えています。今年度は、各自治体より

232名が県へ、279人が市町へ職員が派遣されていま

すが、県・市町合わせて約300人の職員が不足してい

る状況です。

これらの背景には、復興事業がピークを迎えること

に対し、県外からの派遣職員が年々減少しているギャ

ップから生じるものと考えられます。震災から5年が

経過し復興は進んでいますが、未だに約35,000人の

方が仮設住宅で生活されている状況です。高台移転事

業等、さらなる加速化が求められており宮城県として

は職員不足の解消に努力されているところです。

私の主な担当業務は、治山施設（防潮堤）の災害復

旧事業であり、高さが約8～9mの防潮堤建設に携わっ

ています。被災前の防潮堤の高さが約3～5mに対し､

新設される防潮堤は、約2倍の構造高となり､防災対策

は向上し住民の安全が確保される一方、長い歴史の中

で海と共に生活してきた地元住民にとっては、海との

生活に隔たりが生じるなど懸念の声も聞かれます。被

災地復興のために防潮堤の整備は不可欠であるため、

地元調整を疎かにせず多くの理解を得て事業を進めて

いくことが必要であると感じています。

被災地では、震災の爪痕は今もなお痛々しく残って

おり、現地で生活すると報道等では伝わらない情報を

多く得ることができます。被災地を見て感じること、

実際に被災した方からの体験談を聞くなど、現地で暮

らす自分でしか得ることのできない情報を正確に伝え

ることも自分の役目だと思っています。1年間の短い

任期ですが宮城県の復興のため、そして自分にとって

貴重な経験となるよう努力していきたいと思います。

ౡࠜݝ৿ྛ੔උ՝ɹߴԼஐ޾
（宮城県気仙沼地方振興事務所　農林振興部　森林整備班）

東日本大震災の復興に携わって
～宮城県派遣職員からの状況報告～

گのঢ়ࡏݱɹࢢઋপؾ

ઃதの๷ைఅݐ
ʢچఅのഎޙʹ৽ઃ๷ைఅをݐઃʣ

๷ைఅچ

৽ઃ๷ைఅ
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島根県民の歌で「薄紫の山並みは遥か希望の雲がわく」
と歌われた山々は四季それぞれに美しく、また朝、昼、夕

と表情を変える様は心に安らぎを与えてくれます。今を生きる我々
に、この緑豊かな森林資源を如何に利用し、維持し、後世に伝えてい
くか、このコンテストが森林に対する理解の一助となれば幸いです。

今年の応募作品は、「しまねの森林」部門と新しく「木のある暮ら
し」部門が出来たことにより、多彩な作品が集まりました。その中で
も森林の維持、管理を対象とした作品が多数ありました。写真的に優

れていても、そこに写し撮られた作業内容が安全性等の観点から、残
念ながら受賞の対象にならない作品もありました。

新設の「木のある暮らし」部門へは、初めての募集でもあり数は
それほど多くはありませんでしたが、この部門は気軽に応募できるテ
ーマでもあり、今後、コンパクトカメラやスマートフォンで写し撮っ
た、明るくて、楽しい作品が数多く集まることを期待しています。

「しまねの森
も

林
り

」フォトコンテスト審査委員長
 日本写真協会会員　成相　吉堯

「
杉
苗
手
入
れ
」（
大
田
市
） 

行
長
好
友
さ
ん

最
優
秀
賞

優
秀
賞

植
林
に
至
る
ま
で
の
、
地
道
な
育
苗
作
業
の
様
子
を
窺
い
知
る
事

が
出
来
る
秀
作
で
す
。

ʮ௻Γڮͷ͋Δ৿ʯʢग़Ӣࢢʣ ٢Ԭ௚थ͞Μ

৿ͱਗ਼ྲྀͦͯ͠ڥ؀ʹ഑ྀ͞Εͨ௻Γڮɺͦ ͜ʹဣΉগ
ঁͱݘɺ෺͕ޠੜ·Εͦ͏ͳ࡞඼Ͱ͢ɻ

ʮ৿ྛͱڞଘʯʢদࢢߐʣ ࠤ౻ਖ਼ඒ͞Μ

໦࿙Ε೔ͷͳ͔ʹ௣୛ͷ΄ͩ໦͕ු͔ͼ্͕ΓɺखೖΕͷߦ
͖ಧ͍ͨ৿ͷඳࣸ΋ૉ੖Β͍͠Ͱ͢ɻ

「タイトル」
（撮影場所）
コメント

講評
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ʮ৿ͷ੕ۭʯʢେాࢢʣ ٦ɹॏ͞޹Μ

੕͕߱ΔΑ͏ʹ͡ײΒΕɺ੅Έ౉Δۭؾʹแ·Ε
ͨ৿ͷڥ؀Λɺ੕ۭͰදͨ͠ݱҟ৭ͷ࡞඼Ͱ͢ɻ

ʮνΣʔϯιʔΞʔτʯʢ༢ೆொʣ

 ໼໺ઍ͞ࢠܙΜ

ණͷΞʔτ͸Α͘ݟ·͕͢ɺνΣʔϯι
ʔͰ༻ࡐΛ࡟ΔΞʔτ͸ͱͯ΋໘ന͘ɺ
ண؟఺͕ྑ͍ͱ͍ࢥ·͢ɻ

ʮ໊౬ͷ֗֯ʯʢେాࢢʣ

լҰయ͞Μࢳ 

ᔬམͨ༸ؗݐஙʹ͸าΜͰ͖ͨྺ
ΒΕɺর໌ʹ͍Ͱ౬ͷง͡ײ͕࢙
ғ͕ؾඬ͍ɺ਌ࢠͷߴ࠷͕࢟Ͱ͢ɻ

ʮνϟϨϯδϟʔʯʢ҆དྷࢢʣ

ഢൣ෉͞Μࠤ 

༡۩ͱεϙʔπͱΛ݉Ͷඋ͑ͨ΢ουΫϥΠϛ
ϯάͰ͠ΐ͏͔ɺڙࢠͷҐஔͱϙʔζ͕ྑ͍࡞඼
Ͱ͢ɻ

ೖɹ選 Ղɹ࡞

たくさんのご応募
ありがとう
ございました！

ʮ௅ઓʯʢদࢢߐʣ ాଜ͞ࢠܒΜ

ूதؙͯ͠ଠΛ੾Δ༷ࢠ͸ਅͦ݋ͷ΋
ͷɺ΍΍͕ͨͬۂϊίΪϦʹۤઓͷ༷ࢠ
͕Ӑ͑Δྗ࡞Ͱ͢ɻ

ʮ྘ͷΧʔςϯʯʢ൧ೆொʣ

 Տ໺ক͞װΜ

ཱͪฒͿ໦ཱɺߚ༿ͷ࢝·ͬͨ໦Λ্ݟ
͛Δਓ෺ΛೖΕΔ͜ͱͰɺ৿ͷਂ͞Λײ
ͤ͡͞Δ࡞඼Ͱ͢ɻ

ʮकΔҭͯΔʯʢӅذͷౡொʣ

໻ӫ͞Μ໊܂ 

ை෩͔ΒΞΧϚπͷ܈མΛकΔ๷෩ࡤ͸
௝͘͠ɺඒ͍͠ฒ໦ͷ࢟΋্ख͘ଊ͑Β
Ε͍ͯ·͢ɻ

ʮੴਆ͞Μͷ৿ʯʢग़Ӣࢢʣ

 ֯৔ɹ͞܆Μ

ੴڊɺװ෴͍͔Ϳ͞Δᓏͷʹؠਆମͷޚ
ͱڊ໦ɺڞʹ৺ྶ͕͜΋͍ͬͯΔ͔ͷΑ
͏Ͱ͢ɻ

入賞作品展示のお知らせ

【中山間フェアinい～なん】
平成28年 10月22日㈯

9：30～15：00
中山間地域研究センター

（飯石郡飯南町上来島1207）

【島根県庁本庁舎 1階  玄関ロビー】
平成28年
11月21日㈪～25日㈮

（松江市殿町1）

【島根県立図書館 １階】
平成29年
３月３日㈮～４月５日㈬

 （※月曜休館）
（松江市内中原町52）
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森林のτϐοΫε Topics

΋ Γ

⁡

 

式には斐伊川流域林業活性化セ

ンターより立石副会長が出席。

斐伊川流域林業活性化センターが平成２８年度水資源功績者表彰を受賞！ 
 

斐伊川流域林業活性化センターが、水資源の開発、利用、水源の涵養な

ど長年にわたって水資源行政の推進に功績のあった団体等に贈られる水資

源功績者表彰を受賞しました。平成２８年８月１日に科学技術館サイエン

スホール（東京都千代田区）で表彰式があり、国土交通省山本副大臣から

受賞者の代表に表彰状が授与されました。流域林業活性化センターとして

受賞するのは全国初となります。 

 

〔受賞した活動の内容〕 

次の活動が、森林の持つ水源かん養及び国土保全機能等を高め、下流域の水資源確保や宍道

湖・中海の水質保全及び山地災害防止に大きく寄与したと認められました。 

① 広域市町が連携した取り組み 

上下流の当時 29 市町村（松江市、鹿島町、島根町、美保関町、八雲村、玉湯町、宍道町、

八束町、東出雲町、安来市、広瀬町、伯太町、出雲市、平田市、佐田町、多伎町、湖陵町、

大社町、斐川町、大東町、加茂町、木次町、三刀屋町、吉田村、掛合町、仁多町、横田町、

頓原町、赤来町）が水源林・荒廃林の整備を行うために基本合意し、流域内の森林整備を

実施。 

② １５年間にわたる継続的な取り組み 

平成２７年度までに３８０ｈａ（東京ドーム８０個

分）の植栽を実施。現在も継続して、植栽・下刈等の

施業を実施。 

③ 上下流住民が協働で植樹活動を実施 

上下流の住民が一体となった住民交流会（植樹活動）

を実施。１５年間で延べ１７００人の住民が参加。 

 

 

 

斐伊川流域上下流自治体連携による森林整備 (H13～H27)

今年度は９団体が受賞。 

【 斐伊川水系水源の森林づくり Ｈ２０植栽（雲南市）】

【平成２７年度  上下流住民交流会（奥出雲町）】

【 森林整備】

森林整備協定（第１期） ： ２９７ ha

荒廃林等再生整備事業（第２期）： ８３ ha

斐伊川流域林業活性化センターが、水資源の開発、利用、水源の涵養など長年にわ

たって水資源行政の推進に功績のあった団体等に贈られる水資源功績者表彰を受賞

しました。平成28年8月1日に科学技術館サイエンスホール（東京都千代田区）で

表彰式があり、国土交通省山本副大臣から受賞者の代表に表彰状が授与されました。

流域林業活性化センターとして受賞するのは全国初となります。

ʦड৆した׆ಈの಺༰ʧ

次の活動が、森林の持つ水源かん養及び国土保全機能等を高め、下流域の水資源確

保や宍道湖・中海の水質保全及び山地災害防止に大きく寄与したと認められました。

ᶃ޿Ҭࢢொ͕࿈ܞしたऔり૊Έ

上下流の当時29市町村（松江市、鹿島町、島根町、美保関町、八雲村、玉湯町、

宍道町、八束町、東出雲町、安来市、広瀬町、伯太町、出雲市、平田市、佐田町、多伎町、湖陵町、大社町、斐

川町、大東町、加茂町、木次町、三刀屋町、吉田村、掛合町、仁多

町、横田町、頓原町、赤来町）が水源林・荒廃林の整備を行うため

に協定を結び、流域内の森林整備を実施。

ᶄ�5೥ؒʹΘたΔܧଓతͳऔり૊Έ

平成27年度までに380ha（東京ドーム80個分）の植栽を実施。

現在も継続して、植栽・下刈等の施業を実施。

ᶅ্下ྲྀॅຽ͕ڠಇで২थ׆ಈを࣮ࢪ

上下流の住民が一体となった住民交流会（植樹活動）を実施。15

年間で延べ1700人の住民が参加。

ౡࠜݝ౦෦೶ྛৼڵηϯλʔ

斐伊川流域林業活性化センターが
平成28年度水資源功績者表彰を受賞！

ࣜʹ͸൹ҏ઒ྲྀҬྛੑ׆ۀԽηϯ
λʔΑΓཱੴ෭ձ௕͕ग़੮

೥౓͸̕ஂମ͕ड৆ࠓ

NO.42 /2016.108



��˙஛Λ͏࢖ඞཁੑ��
͔ͭͯ͸ࡐݐ΍೔༻඼ͷࡐݪྉͱͯ͠ॏๅ͞Εͨ l஛z ͸ɺۙ೥Ͱ͸࢖༻͞ΕΔྔ͕ݮগ͠ɺͦΕʹ൐͏

஛ྛͷ֦େ͕શࠃతʹ໰୊ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻͦͷͨΊɺۀ޻తར༻ͷଞɺ೶ɾྛɾச࢈෼໺ʹ͓͍ͯ΋৽ن
༻్ͷ։ൃ͕ݕ౼͞Ε͍ͯ·͢ɻ

��˙͖ͷ͜࠿ഓݪྉͱͯ͠ͷదੑ͸ʁ��
௨ৗ͸໦ࡐͷ͓͕คͰ࠿ഓ͞ΕΔͱ͜ΖΛɺ஛νοϓʢϞ΢ι΢νΫʣΛ൒෼ࠞͥͨঢ়ଶʹ͠·ͨ͠ɻͦ

ͷ݁ՌɺϚΠλέɺφϝίɺώϥλέͷऩྔ͸௨ৗ࠿ഓͷ0.�ʙ0.�5ഒͱ͔ۇʹগͳ͘ͳΓ·ͨ͠ʢ֤ੜ઱
ॏྔൺʣɻγΠλέʹ͍ͭͯ͸ɺ௨ৗ࠿ഓʹൺ΂ͯऩྔݮগ͢Δ৔߹΋͋Γ·͕ͨ͠ɺ࠿ഓ৚݅ʹΑͬͯ͸
໿1.2ഒʹ૿Ճ͠·ͨ͠ɻޙࠓɺӫཆࡐͷछྨ΍ഓཆํ๏Λݕ౼͢Δ͜ͱͰɺ஛Λ࢖༻֤ͨ͠छ͖ͷ͜࠿ഓ
͕ՄೳʹͳΔͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

��˙஛࠿ഓ͖ͷ͜ͷ成෼��
஛ʹ͸໦ࡐΑΓ΋ΧϦ΢Ϝ͕ଟؚ͘·Ε͓ͯΓɺͦͷͨΊ஛࠿ഓ͖ͷ͜ͷΧϦ΢Ϝೱ౓͕ൺֱత͘ߴͳΔ

͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺάϧλϛϯࢎͳͲ਺छྨͷΞϛϊࢎ΋૿Ճ͢Δ޲܏ʹ͋Γɺࢫຯͷظ্͕޲଴
͞Ε·͢ɻ

��˙成Ռͷ׆༻��
ഓ๏͓Αͼऩ͖֭ͨ͠ͷ͜ͷ࠿ྉͱ͖ͨ͠ͷ͜ྨͷݪͷʮ̛᷂ŋ̗ŋ̡ʯʹΑͬͯɺ஛νοϓΛऀྗڠڀݚ

ؚ༗੒෼͕࣮༻৽Ҋొ࿥͞Ε·ͨ͠ʢୈ3204542߸ʣɻ͜ͷڀݚ੒ՌΛ県಺͖ͷ͜࢈地ʹఏͯ͠ڙɺ地Ҭࢿ
ΛਐΊ͍͖ͯ·͢ɻ༺׆ͱͯ͠஛ͷݯ

ʢઐ໳ڀݚһɹ෌઒߁೭ʣ

竹チップできのこを栽培する
ౡࠜݝத山ؒ஍Ҭڀݚηϯλʔɹ೶ྛٕज़෦ɹڥ؀ݯࢿՊ

஛のνοϓԽۀ࡞ ஛Ͱ࠿ഓͨ͠ϚΠλέ

森林の
研究
森林の
研究
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森林の知恵袋⤓

̨̨̛̩ʢॏ঱೤ੑ݂খ൘ݮগ঱ީ܈ʣ͸ɺ̨̛̩
̨΢Πϧεにײછ͢る͜とにΑͬͯҾ͖͜͞ىΕるප
Ͱɺ̨̨̛̩΢Πϧεをอ༗ͨ͠Ϛμχにᄐ·Εるؾ
͜とͰײછ͠·͢ɻ
ౡࠜݝͰ͸ɺ����೥ � ݄にॳΊͯൃੜ͕֬ೝ͞Εࠓ
೥౓も �݄Ҏ߱ɺ �ྫͷऀױใ͕͞ࠂΕ͍ͯ·͢ɻ
જ෬ؒظ͸ �೔ʙ��೔ఔ౓Ͱɺओな঱ঢ়͸ൃ೤とফ
Խث঱ঢ়ʢᅅుɺԼཀྵ౳ʣͰɺॏ঱ԽにΑΓࢮ๢͢る
৔߹も͋Γ·͢ɻ
य़かΒळにか͚ͯ͸ɺϚμχ͕ൃ׆に׆ಈ͢るظ࣌
Ͱ͢ɻࠓճ͸ຊ֨తなळͷ౸དྷに͚޲ɺϚμχରࡦͷ
ϙΠϯτを͓࿩͠·͢ͷͰɺ森林なͲにೖる৔߹に͸ɺ
े෼に஫ҙ͠·͠ΐ͏ɻ

ʲ༧๷ͷポΠϯトʳ
 1 ɽ௕କɾ௕ζϘϯɾखା౳Λண༻ͯ͠ɺഽΛग़དྷΔ

͚ͩग़͞ͳ͍Α͏ʹ͠·͠ΐ͏ɻ

 2 ɽഽ͕ग़Δ෦෼ʹ͸ਓ༻๷஬
εϓϨʔΛ෾ໄ͠·͠ΐ͏ɻ

 3 ɽ地໘ʹ௚઀৸సΜͩΓɺࠊ
ΛԼΖͨ͠Γ͠ͳ͍Α͏ෑ෺
Λෑ͖·͠ΐ͏ɻ

 4 ɽ໺֎׆ಈޙ͸μχʹᄐ·Ε
ͯͳ͍͔֬ೝ͢Δͱͱ΋ʹɺؼ୐ޙ͸͙͢ʹೖཋ͠ɺ
ମΛ良͘ચ͍ɺ৽͍͠෰ʹணସ͑·͠ΐ͏ɻ

ʲϚμχʹᄐ·Εͨ৔߹ʹ͸ʳ
 1 ɽ݂ٵதͷϚμχʹࡍ͍ͨͮؾɺແཧʹऔΖ͏ͱ͢

ΔͱɺμχͷҰ෦͕ൽෘ಺ʹͯͬ͠࢒·͏͜ͱ΋͋Γ
·͢ɻͰ͖Δ͚ͩҩྍػ ʢؔൽෘՊʣΛड਍ͯͩ͘͠
͍͞ɻ

 2 ɽϚμχʹᄐ·Εͨޙɺ਺िؒఔ౓͸ମௐͷมԽʹ
஫ҙΛ͠ɺൃ ೤ɺ৯ཉ௿Լɺᅅు౳ͷ঱ঢ়͕͋ͬͨ৔
߹ʹ͸ɺૣΊʹҩྍؔػΛड਍͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˙Ϛμχʹᄐ·れͳいΑ͏ʹ஫ҙし·しΐ͏

ౡࠜۀྛݝ՝  ྛٴීۀελοϑ

ϑλτήνϚμχ（੒஬）

豊かな森を活かし地域に貢献する豊かな森を活かし地域に貢献する

島根県素材流通協同組合島根県素材流通協同組合
〒699-2837〒699-2837 江津市松川町上河戸390-22　TE 江津市松川町上河戸390-22　TEL：L：0855-55-0840　　FA0855-55-0840　　FAX：X：0855-55-08410855-55-0841

E-mail:shimanesoryuukyou@aioros.ocn.ne.jpE-mail:shimanesoryuukyou@aioros.ocn.ne.jp

দ ݪ ਖ਼ ه

ॿ会һをื集し͍ͯま͢ࢍ
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「2016  中山間フェア in い～なん」へ行こう!
ౡࠜݝத山ؒ஍ҬڀݚηンλーͰ͸、ݝຽのօ༷に
Αりཧղ͞Ε、਌しまΕるػڀݚ関ͱͳるΑ͏、ࢪઃ
を開์しͨަྲྀΠϕントを開࠵します。
౰೔͸େ人͔ΒڙࢠまͰָしΊる࠵し෺をଟ਺༻ҙ
して͓ります。
ָし͘、ඒຯしいळのʮいʙͳΜʯͰのҰ೔をͥͻ
ຬ٤してͩ͘͞い。

˙೔࣌ɿ平成28年10月22日㈯　9時30分～15時
　　　　※雨天決行
˙৔ॴɿ島根県中山間地域研究センター内（飯南町上来島1207）

˙಺༰ɿ・飯南高校と飯南町内中学校による合同吹奏楽
　　　　・�各種体験コーナー（木工体験、顕微鏡観察、

野遊びカフェ他）
　　　　・スタンプラリー（景品あり）�
　　　　・きのこがいっぱい�in�chu-san-kan��part�3
　　　　・�ＧＩＳシンポジウム
　　　　　「～鳥瞰・直感・快感～ドローン活用事例報告」
　　　　・島根大学教育研究紹介
　　　　・うまいものコーナー、お買いものコーナー

など
˙ओ࠵ɿ島根県中山間地域研究センター
ɿ飯南町ྗڠ˙

৊ৎ৫ಈَ঑७५টঅথইॵॻ�ड़شॱ঒ইख़ُ॔
ʢεςʔδΠϕϯτ、ҿ৯ൢചଞ͋りʣ
৔ॴɹத山ؒ஍Ҭڀݚηϯλʔྡ઀஍

ࢠ೥のத山ؒϑΣΞの༷ࡢ

11月～3月の
イベント情報

˗��݄5೔​
େύϊϥϚߚ༿のۏҾ山ॎ૸
8：30　Aコープきじま店集合

˗��݄��೔ 
༿のໟແ山ʙୄの૥山ॎ૸ߚ
8：30　雲南市吉田総合センター集合

˗��݄�0೔ 
൩ळ、ౙ຾લの৿でՐとܜいの̍ ೔をա͢͝
ʙお͖Րでমく๮ম͖ύϯとϗΠϧম͖、௣୛২ەମݧʙ
10：00　県民の森木工室集合

˗��݄�೔​
৽ઇʁのେສ໦山ొ山
8：30　道の駅頓原集合

˗ฏ੒��೥��݄�5೔​
εϊʔγϡʔで࢒ઇの৿をา͜͏
9：30　県民の森木工室集合

ʪਃࠐઌʫౡཱࠜݝ;Δ͞ͱ৿ྛެԂɹֶशలࣔؗ
ɹɹɹɹ  5&- 085�ʵ��ʵ358�
ɹɹɹɹ  ˞֤։࠵೔ͷ3Χ݄લΑΓड෇͠·͢

౳֤छΠϕϯτΛࣨڭ޻ɺ໦ࢁຽͷ৿Ͱ͸ొݝ
։͍ͯ͠࠵·͢ɻࣗવ΍৿ͱͷ;Ε͍͋ͷָ͠
͞ɺ໦ͷԹ΋ΓΛ͍ͩͯ͘͞͡ײɻ

ౡࠜݝݝຽの৿
൧ੴ܊൧ೆொখా

INFORMATION

一　　般
財団法人

山陰の森林に関する活動をしているNPO法人や
ボランティア団体がネットワークを構築し、
森林保全の輪を広げる活動を展開しています。

も り

も り

〒690－0886　松江市母衣町55番地
電話（0852）24－1092
FAX（0852）61－4350

e-mail : suizoukyo.shimane@bird.ocn.ne.jp

島根県水源林造林協議会
緑をはぐくみ　水をつくる

地域とともに豊かな森林を創る

岡山市北区磨屋町9番地18の101号　TEL（086）222－0675

お近くの書店でお買い求め下さい。

A5判 314P ￥1,800＋税

̶山城50選と発掘された城館

ʰग़Ӣのࢁ৓ʱ
山城50を厳選し、写真や縄張り図で詳しく紹介！
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しまねの森林
森林・林業総合情報誌

NO.42 平成28年10月
通巻282号

も り

林業普及リポート
農林大だより現地フラッシュ

Ҭ޿ 新任林業技術者研修
～フォーリングブロック式

機械集材現地～

˔೔࣌ɿฏ੒��೥�݄�೔ 
˔৔ॴɿӢೆ٢ాࢢொ

松江 ナラ枯れ被害対策
学習会

˔೔࣌ɿฏ੒��೥�݄��೔ 
˔৔ॴɿಕ下;れ͋いηϯλʔ
ɹɹɹɹʢ҆དྷా҆ࢢ山ܗ஍۠ʣ

Ӣೆ 田井小学校
みーもスクール
～竹筒ごはんづくり体験～

˔೔࣌ɿฏ੒��೥�݄�೔ 
˔৔ॴɿӢೆాࢢҪখֶߍ

ग़Ӣ ඿田
佐藤教授（九州大学大学院）

による
木質バイオマス講演

˔೔࣌ɿฏ੒��೥�݄��೔ 
˔৔ॴɿ඿ాϫγϯτϯϗςϧϓϥβ

県ԝ 地マツ製材品
乾燥後の品質検査
～ねじれ量測定試験～

˔೔࣌ɿฏ੒��೥�݄�೔ 
˔৔ॴɿେాࢢௗҪொ

ӹ田
農林大学校
サテライトキャンパス
in 高津川

˔೔࣌ɿฏ੒��೥�݄�೔ 
˔৔ॴɿӹా߹ಉிࣷ΄͔ݱ஍

Ӆذ 隠
し

岐
ま

の木で家をつくる会
住宅見学会

˔೔࣌ɿฏ੒��೥�݄�0೔​、��೔ 
˔৔ॴɿ��Ӆذのౡொ༗໦

೶ྛେ きらりキャンパス
～オープンキャンパスを

NHKが取材～

˔೔࣌ɿฏ੒��೥�݄��೔ 
˔৔ॴɿ൧ೆொ্དྷౡ

՝ۀிྛݝ
63-ɿIUUQ���CMPH�HPP�OF�KQ�G�LFOUZPV�

౦෦೶ྛৼڵηϯλʔ
63-ɿIUUQ���XXX�QSFG�TIJNBOF�MH�KQ�JOEVTUSZ�
OPSJO�LJLBO�UPVCV@OPSJO�SJOHZP�CMPH@DNT�

౦෦೶ྛৼڵηϯλʔӢೆࣄ຿ॴ
63-ɿIUUQ���CMPH�HPP�OF�KQ�G�LJTVLJ�

౦෦೶ྛৼڵηϯλʔग़Ӣࣄ຿ॴ
63-ɿIUUQ���CMPH�HPP�OF�KQ�G�J[VNP�

੢෦೶ྛৼڵηϯλʔ
63-ɿIUUQ���CMPH�HPP�OF�KQ�G�IBNBEB�

੢෦೶ྛৼڵηϯλʔݝԝࣄ຿ॴ
63-ɿIUUQ���CMPH�HPP�OF�KQ�G�LBXBNPUP�

੢෦೶ྛৼڵηϯλʔӹాࣄ຿ॴ
63-ɿIUUQ���CMPH�HPP�OF�KQ�G�NBTVEB@00��

Ӆࢧذி೶ྛہ
63-ɿIUUQ���CMPH�HPP�OF�KQ�G�PLJ@00��

ౡཱࠜݝ೶ྛେֶۀྛߍՊ
63-ɿIUUQ���CMPH�HPP�OF�KQ�G�OPEBJ�

親子でふれあう
木工教室

˔೔࣌ɿ��ฏ੒��೥�݄�0೔​
˔৔ॴɿ�᷂ ग़Ӣݪ໦ࢢ৔

ൃɹߦɿʮ͠·Ͷͷ৿林ʯൃߦҕһձ
ɹɹɹɹౡࠜݝɾౡࠜݝ৿林૊߹࿈߹ձɾౡࠜݝ林業վྑ普及ڠձɾౡࠜݝ৿林ڠձ
ɹɹɹɹౡࠜݝ྘Խਪਐҕһձɾౡࠜݝ林業ެࣾɾౡࠜݝ໦ڠࡐձɾౡࠜݝྌ༑ձ
ɹɹɹɹڀݚཱࠃ։ൃ๏ਓ৿林૯߹ڀݚॴ৿林੔උηϯλーদߐਫݯ林੔උࣄ຿ॴ
ըάϧーϓا෦ɹ林業՝林੓࢈農林ਫݝɹྗɿౡࠜڠ
೔ɿ平成28年10月�೔ߦൃ
ϗーϜϖーδΞυϨεɿ林ɹ業ɹ՝ɹIUUQ���XXX�QSFG�TIJNBOF�MH�KQ�SJOHZP�
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ৿林੔උ՝ɹIUUQ���XXX�QSFG�TIJNBOF�MH�KQ�TIJOSJOTFJCJ�


